
　
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
、
労
働
基
準

法
を
始
め
と
す
る
８
つ
の
法
律
、
い
わ

ゆ
る
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
順
次

施
行
さ
れ
、
国
は
法
制
度
の
面
か
ら
働

き
方
を
変
え
る
環
境
を
整
え
た
。
中
で

も
、
労
働
基
準
法
は
、「
70
年
に
１
度
の

改
革
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
見
直
さ
れ
た
。

　
そ
れ
ら
の
法
改
正
に
よ
り
、
企
業

に
は
、
残
業
時
間
の
上
限
規
制
や
有
給

休
暇
の
取
得
の
義
務
化
、
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
実
現
な
ど
、
様
々
な
ル
ー
ル

や
目
標
が
課
せ
ら
れ
た
（
図
１
）。
企
業

が
そ
れ
ら
を
順
守
す
る
こ
と
で
、
働
き

過
ぎ
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
い
だ
り
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

て
可
処
分
時
間
を
充
実
さ
せ
た
り
と
、

働
く
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
事
情

に
応
じ
た
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会

の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　

　
マ
ク
ロ
的
な
視
点
で
見
る
と
、
働
き

方
改
革
が
求
め
ら
れ
る
背
景
に
は
、
日

本
が
直
面
す
る
様
々
な
問
題
が
あ
る
。

そ
の
１
つ
は
、「
日
本
型
雇
用
」
が
と

う
の
昔
に
限
界
を
迎
え
て
い
る
こ
と
だ

と
、
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
上
席
主
任

研
究
員
の
小
林
祐
児
氏
は
指
摘
す
る
。

　「
終
身
雇
用
や
年
功
序
列
な
ど
に
代

労
働
や
雇
用
に
関
す
る
法
制
度

を
改
革
し
、
働
き
方
を
変
え
る

パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所

上
席
主
任
研
究
員

小
林
祐
児

　

こ
ば
や
し
・
ゆ
う
じ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
、
市
場
調

査
会
社
を
経
て
、
２
０
１
５
年
か
ら

パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
所
属
。
主
な

研
究
領
域
は
、
働
き
方
改
革
、
ミ
ド

ル
・
シ
ニ
ア
層
の
活
性
化
な
ど
。

トレンド・ワード

働
き
方
改
革

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社

会
の
ト
レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
働
く
」「
暮
ら
す
」「
学
ぶ
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
働

き
方
改
革
」
を
取
り
上
げ
る
。
日
本
で
今
、
働
き
方
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
多
様
な
価
値
観
の
尊

重
に
加
え
、
旧
来
の
日
本
型
雇
用
か
ら
脱
却
し
、
日
本
の
社
会
や
経
済
に
活
力
を
取
り
戻
す
ね
ら
い
が
あ
る
。
働

き
方
改
革
に
よ
っ
て
、
働
き
方
に
加
え
、
人
々
の
暮
ら
し
や
学
び
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
労
働
や
雇
用
な

ど
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
上
席
主
任
研
究
員
の
小
林
祐
児
氏
に
話
を
聞
い
た
。

個
人
の
多
様
な
生
き
方
を
認
め
、
支
え
る
こ
と
で
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
活
力
を
取
り
戻
す

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

国による「働き方改革」の主な取り組み図１

◎残業時間の上限規制　◎フレックスタイム制の拡充
◎「勤務間インターバル」制度の導入促進
◎年５日間の年次有給休暇の取得（企業に義務づけ）
◎労働時間の客観的な把握（企業に義務づけ）

◎月60 時間超の残業の、割増賃金率の引き上げ
◎労働者に対する、待遇に関する説明義務の強化
◎不合理な待遇差の禁止（同一労働同一賃金の実現など）

◎「高度プロフェッショナル制度」の新設
◎産業医・産業保健機能の強化
◎行政による事業主への助言・指導等や裁判外紛争解決手
　続きの規定の整備

解
説
者

世の中　　　　　解説

勤務時間
改善

待遇改善

労働環境
改善

＊厚生労働省のウェブサイトの情報を基に編集部で作成。
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表
さ
れ
る
日
本
型
雇
用
は
、
製
造
業
が

け
ん
引
し
た
高
度
経
済
成
長
期
に
定
着

し
、
80
年
代
ま
で
日
本
経
済
の
発
展
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
や
国
内
市
場
の
縮
小
に

よ
っ
て
、
日
本
企
業
は
海
外
か
ら
人
材

を
雇
用
し
た
り
、
海
外
に
進
出
し
た
り

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
時
、
文
字
通
り
『
日
本
型
』
雇
用
は
、

世
界
的
に
は
特
殊
な
シ
ス
テ
ム
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
経
済
活
動
の
障
壁
と
な

り
、
い
ま
や
日
本
経
済
の
低
成
長
の
一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
多
様
な
技
術
、
価
値
観
を

持
つ
人
々
が
集
ま
る
と
起
こ
り
や
す

く
、
同
質
性
の
高
す
ぎ
る
集
団
か
ら
は

生
ま
れ
に
く
い
も
の
で
す
。
同
じ
企
業

に
長
年
勤
め
る
正
社
員
以
外
の
知
見
を

企
業
が
取
り
入
れ
や
す
く
す
る
と
い
う

意
図
も
、
働
き
方
改
革
に
は
あ
り
ま
す
」

　諸
外
国
に
比
べ
、
日
本
企
業
の
時
間

あ
た
り
の
生
産
性
が
低
い
こ
と
は
、
各

種
調
査
か
ら
分
か
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　「こ
れ
ま
で
は
、
意
欲
が
重
視
さ
れ
、

『
挑
戦
し
た
い
』
と
手
を
挙
げ
た
人
ほ

ど
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
長
時
間
労
働
を
招
き
や
す

く
、
多
様
な
人
々
が
労
働
市
場
に
加
わ

る
こ
と
を
難
し
く
し
て
い
ま
し
た
」

　日
本
の
将
来
推
計
人
口
を
見
る
と
、

人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
が
加
速

す
る
の
は
明
ら
か
だ
（
図
３
）。
そ
の

状
況
に
対
し
て
、
国
は
「
一
億
総
活
躍

社
会
」
の
実
現
を
掲
げ
、
女
性
や
高
齢

者
な
ど
の
労
働
参
加
を
後
押
し
し
て
い

る
が
、
企
業
の
日
本
型
雇
用
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
多
様
な
人
材
を
安
定
的
に

雇
用
す
る
の
は
難
し
い
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤

な
ど
、
企
業
は
働
き
方
の
変
革
を
迫
ら

れ
た
。
働
く
場
所
や
時
間
に
関
す
る
意

識
、
さ
ら
に
は
労
働
の
あ
り
方
そ
の
も

の
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
期
せ
ず
し
て
働
き

方
改
革
が
加
速
し
た
一
面
も
あ
る
。

　「社
会
全
体
を
見
る
と
、
日
本
型
雇

用
か
ら
の
脱
却
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
働
き
方
改
革
が
き
っ
か
け
の
１
つ

と
な
り
、
企
業
の
意
識
が
変
わ
っ
て
雇

用
制
度
が
変
革
さ
れ
、
よ
り
多
様
な

人
々
が
活
躍
し
や
す
い
社
会
へ
と
変
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　働
き
方
改
革
は
、
人
々
の
多
様
な
生

き
方
を
支
え
、
日
本
の
社
会
・
経
済
に

活
力
を
取
り
戻
す
と
い
う
面
か
ら
、
さ

ら
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

日
本
型
雇
用
か
ら
脱
却
し
、
多
様

な
人
材
の
安
定
的
な
雇
用
を
図
る

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
働
く
」「
暮

ら
す
」「
学
ぶ
」
の
３
つ
の
切
り

口
で
、
働
き
方
改
革
の
進
展
に
よ

る
、
社
会
や
生
活
の
変
化
を
具
体

的
に
見
て
い
く
。
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推計値

■ 0～14 歳　■ 15～64 歳　■ 65～74 歳　■ 75 歳以上

OECD加盟諸国の時間あたりの労働生産性（2018年）図２

日本の将来推計人口図３

36か国比較のうち、上位12か国と日本を掲載。
＊公益財団法人日本生産性本部「労働生産性の国際比較2019」を基に編集部で作成。

＊内閣府「令和２年版高齢社会白書（全体版）」を基に編集部で作成。
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　働
き
方
改
革
が
暮
ら
し
に
も
た
ら
す

こ
と
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、

可
処
分
時
間
の
増
加
だ
。
残
業
時
間
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
導

入
さ
れ
て
通
勤
の
必
要
が
な
く
な
っ
た

り
す
れ
ば
、
自
由
に
使
え
る
時
間
が
増

え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　自
由
な
時
間
の
過
ご
し
方
に
よ
っ

て
、
生
活
の
質
は
大
き
く
変
わ
る
。
家

庭
や
地
域
で
過
ご
す
時
間
に
充
て
た

　働
き
方
改
革
が
進
む
と
、
仕
事
や
会

社
へ
の
向
き
合
い
方
は
大
き
く
変
わ

る
。
こ
れ
ま
で
は
、
人
に
対
し
て
仕
事

を
割
り
あ
て
る
「
日
本
型
雇
用
」
が
一

般
的
で
あ
り
、
仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

そ
の
会
社
に
長
く
勤
め
た
人
に
蓄
積
さ

れ
る
た
め
、
年
功
序
列
は
一
定
の
価
値

を
保
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
海
外
で
は
む
し
ろ
、
仕
事

に
対
し
て
人
を
割
り
あ
て
る
「
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
」
が
一
般
的
だ
。
働
き
方
改
革

の
重
点
項
目
の
１
つ
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
が
広
ま
る
と
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
が

定
着
す
る
と
予
測
さ
れ
る
（
図
４
）。

　「社
内
で
長
年
経
験
を
積
む
と
自
動

的
に
昇
進
す
る
制
度
は
次
第
に
廃
れ
、

役
職
が
空
い
た
時
に
そ
の
遂
行
能
力
を

持
つ
人
材
を
募
集
す
る
ジ
ョ
ブ
型
雇
用

が
広
が
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
雇
用

形
態
で
は
、
会
社
に
育
て
て
も
ら
う
の

で
は
な
く
、
能
力
を
伸
ば
し
、
人
脈
を

広
げ
る
よ
う
な
環
境
を
自
ら
整
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　日
本
型
雇
用
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は

「
会
社
主
導
」
だ
が
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用

で
は
「
個
人
主
導
」
に
な
る
。
会
社
の

方
針
に
従
い
、
業
務
を
遂
行
す
る
だ
け

で
な
く
、
常
に
自
分
の
専
門
性
を
磨
き
、

積
極
的
に
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
姿
勢
が

よ
り
重
要
に
な
る
。

　日
本
型
雇
用
で
は
、
新
卒
採
用
で
入

社
し
た
社
員
は
、
勤
続
年
数
な
ど
に
応

じ
て
横
並
び
で
昇
給
す
る
給
与
体
系
が

一
般
的
で
、
そ
の
基
準
に
中
途
入
社
の

社
員
を
適
用
し
づ
ら
い
点
が
、
企
業
の

採
用
競
争
力
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
で
は
、
職
務
内
容
に
応

じ
た
給
与
が
明
確
に
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
ス
キ
ル
が
マ
ッ
チ
す

る
人
に
と
っ
て
は
、
転
職
に
よ
っ
て

キ
ャ
リ
ア
が
開
か
れ
や
す
く
な
る
。

　テ
レ
ワ
ー
ク
を
始
め
と
し
た
多
様
な

働
き
方
に
よ
っ
て
、
人

材
の
多
様
化
も
、
一
層

進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　「こ
れ
ま
で
は
、
長

時
間
働
い
た
人
ほ
ど
出

世
し
や
す
か
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
男
性
が
仕

事
を
担
い
、
女
性
は
家

庭
を
守
る
と
い
っ
た
性

別
役
割
分
業
が
合
理
的

と
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
非
正
規
社

員
は
、
ど
れ
だ
け
頑

張
っ
て
も
待
遇
が
向
上

し
な
い
実
態
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
状
況
が
是
正
さ

れ
る
と
、
年
齢
や
性
別
、
国
籍
な
ど
の

属
性
に
左
右
さ
れ
ず
に
雇
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
多
様
な
人

た
ち
が
一
緒
に
働
く
こ
と
が
実
現
さ
れ

や
す
く
な
る
の
で
す
」

「日本型雇用」と「ジョブ型雇用」の特徴図４

人
に
仕
事
を
割
り
あ
て
る
形
態
か
ら

仕
事
に
人
を
割
り
あ
て
る
形
態
へ

属
性
の
異
な
る
人
々
が
一
緒
に
働
く

多
様
性
の
あ
る
職
場
環
境
に
変
化

雇用形態 日本型雇用 ジョブ型雇用

考え方 人に仕事を割りあてる 仕事に人を割りあてる

業務内容

勤続年数や能力、希
望などを考慮して判
断される。総合的・全
般的

職務内容や必要なス
キルが明確に設定さ
れる。専門的・限定的

労働時間 長時間になりやすい
決められた職務を果
たせば定時で終わる

給与形態 職能給（年齢や勤続
年数に応じる）

職務給（仕事内容に
応じる）

勤務地 転勤の可能性あり 原則、転勤はない

キャリア形成 会社主導 個人主導

働
く

「
会
社
主
導
」か
ら「
個
人
主
導
」の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

暮
ら
す

柔
軟
な
働
き
方
で
得
た
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か

＊小林氏への取材を基に編集部で作成。
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雇
用
形
態
や
労
働
環
境
が
変
わ
る

と
、
学
び
に
も
変
化
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
は
「
専
門
性
」

だ
と
、
小
林
氏
は
指
摘
す
る
。

　「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
で
は
、
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
オ
ー

ル
４
の
成
績
よ
り
、
得
意
分
野
で
は
５

を
超
え
て
、
６
や
７
の
力
を
持
つ
人
材

が
活
躍
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
、
得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ

と
を
さ
ら
に
伸
ば
す
学
び
が
重
要
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
」

　
自
身
の
専
門
性
を
見
い
だ
し
、
磨
い

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

職
業
を
意
識
し
た
学
び
が
重
要
に
な
る

と
い
う
。

＊１　 「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語。観光地などで働きながら休暇を取る仕事スタイルを指す。
＊２　 出張日の前後に休暇を取り、仕事と併せて観光などを楽しむ過ごし方。

り
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
勉
強
を

し
た
り
、
あ
る
い
は
副
業
を
行
っ
た
り

と
、
自
分
ら
し
い
過
ご
し
方
に
よ
っ
て
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
充
実

す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
＊
１
）」「
ブ
レ
ジ
ャ
ー

（
＊
２
）」
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化

は
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
確
立
す
る

上
で
大
き
な
支
え
に
な
る
に
違
い
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
、「
自

分
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何
か
」「
ど

の
よ
う
な
人
生
を
送
り
た
い
の
か
」
と
、

自
己
と
向
き
合
う
姿
勢
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
大
切
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
暮
ら
し
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
す

る
居
住
地
域
の
選
び
方
も
、
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　「
従
来
の
職
住
近
接
の
前
提
が
崩
れ
、

都
心
か
ら
離
れ
て
郊
外
や
地
方
に
住
居

を
構
え
る
人
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
既
に
そ
う
し
た
傾

向
が
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、ジ
ョ

ブ
型
雇
用
で
は
、
基
本
的
に
企
業
の
意

向
で
業
務
内
容
や
勤
務
地
を
変
え
ら
れ

な
い
た
め
、
転
勤
も
減
る
は
ず
で
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

企
業
が
都
市
か
ら
地
方
へ
と
拠
点
を
移

す
動
き
も
出
て
い
る
。
そ
う
し
た
社
会

環
境
の
変
化
が
重
な
り
、
地
方
創
生
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　「
大
学
だ
け
で
な
く
、
小
・
中
学
校

や
高
校
で
も
職
業
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
国
際
的
に
見
る
と
、
日
本
で
は

学
校
と
社
会
と
の
距
離
が
ま
だ
ま
だ
遠

い
と
感
じ
ま
す
。
多
様
な
職
業
を
体
験

し
、
働
く
こ
と
へ
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
、

社
会
の
中
で
自
分
を
ど
う
生
か
せ
る
か

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
」

　
変
化
が
激
し
い
時
代
に
お
い
て
は
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
学
び
続
け
る
姿
勢

が
大
切
だ
。
人
材
の
流
動
性
が
高
ま
り
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
も
個
人
で
行
う
た
め
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
身
の
価
値
を
高
め

続
け
る
努
力
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

学
ぶ

強
み
を
持
つ
た
め
に
職
業
を
意
識
し
た
学
び
を

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

生涯学習で「マルチステージ」の人生をより豊かに
　これまで日本人の人生は、「教育→仕事→
定年退職後」の３つのステージに分かれる
のが一般的でした。それが、「人生 100 年時
代」と言われる長寿社会が到来し、技術革
新で社会や産業のあり方が大きく変容する

中で、その人の能力や将来像に応じて仕事や活動を組み合わせる「マルチステー
ジ」という考え方が浸透しつつあります。働き方改革は、そうした人生のあり方
に合わせて働き方を柔軟に変えていくための改革とも位置づけられるでしょう。
　マルチステージの人生をより豊かにするためには、社会に出てからの学び、す
なわち生涯学習が欠かせません。学校を卒業した後の長い人生を、生活や仕事
に求められるスキルが刻々と変化する状況で過ごすわけですから、生涯、学び
続ける必要があるのです。
　そうした社会状況に対応して、大学や大学院、専門学校などでは、社会人の
受け入れ体制を強化しつつあります。現在、正規課程・短期プログラムにおける
社会人の年間受講者数は約 50 万人で、文部科学省では、それを 2022 年までに
100 万人に増やすことを目指して生涯学習の基盤整備を進めています。その一環
として、文部科学省では、2020 年 8 月に産学と連携した「いまスタ！ 社会人の
学び応援プロジェクト」をスタートさせ、動画シリーズを公開中です。
　年齢にかかわらず、自己の成長を実感することは大きな喜びになります。これ
からも社会人が前向きな姿勢で学び続けられるような支援を続けていきます。

「いまスタ！ 社会人の学び応援プロジェクト」
https://www.mext.go.jp/b_menu/activity/topics/2020/20200825.html

文部科学省
総合教育政策局
生涯学習推進課
専修学校教育振興室長

金
かねしろ

城太一

いまスタ　動画 検索
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